
災害医療救護活動に関する協定 

 

亀岡市（以下「甲」という。）と亀岡市医師会（以下「乙」という。）とは、災害時における

応急的な災害医療救護活動（以下「災害医療救護活動」という。）について、次のとおり協定

を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、亀岡市地域防災計画に基づき甲が実施する災害医療救護活動を円滑に行

うため、乙の協力を得ることに関し必要な事項を定めることを目的とする。 

（災害時医療救護計画の策定） 

第２条 乙は、医療班による災害医療救護活動を実施するため、災害時医療救護計画を策定し、

甲に提出するものとする。 

２ 乙は、前項の規定に基づき提出した災害時医療救護計画の内容を変更したときは、速やか

に変更後の災害時医療救護計画を甲に提出するものとする。 

（医療班の派遣要請） 

第３条 甲は、災害医療救護活動を実施する必要が生じた場合は、乙に対し災害時医療救護計

画に基づき編成した医療班の派遣を要請するものとする。ただし、被害が甚大で、甲若しく

は乙の情報伝達機能が不能となる大災害時であって、多数の医療救護対象者の発生が予測さ

れる場合は、甲の要請によらず乙は災害医療救護活動を実施することができる。 

２ 乙は、前項前段の要請を受けた場合、速やかに医療班を甲が指定する救護所に派遣するも

のとする。 

３ 乙は、第１項ただし書きにより災害医療救護活動を実施した場合は、情報伝達機能が回復

したときには、速やかに甲に報告するものとする。 

（救護所） 

第４条 甲は、災害現場、避難所及び医療が可能な医療施設等に救護所を設置する。 

２ 乙は、甲が救護所を設置するにあたり、必要な協力を行うものとする。 

（医療班の業務） 

第５条 医療班は、救護所及び災害医療救護活動を必要と認める応急救助現場（以下「救護所

等」という。）において、次の各号に掲げる業務を実施する。 

⑴ 傷病者に対する応急的な災害医療 

⑵ 傷病者の後送医療施設への搬送の要否及び搬送順位の決定 

⑶ 助産 

⑷ 死亡の確認 

（指揮） 

第６条 救護所の運営管理に関する事項の指揮は、甲が行うものとする。 

２ 救護所等における災害医療救護活動に関する事項の指揮は、医療班の責任者が行うものと

する。 

（連絡調整） 

第７条 医療班に係る甲と乙の間における連絡調整は、甲及び乙がそれぞれ指定するものが行

うものとする。 

（医薬品の提供等） 

第８条 医療班は、原則として甲が提供する医薬品及び医療資器材等を使用するものとする。 

２ 医療班の災害医療救護活動に必要な医薬品及び医療資器材等の調達及び輸送は、原則とし

て甲が行うものとする。 

３ 医療班が携行した医薬品及び衛生資器材等を使用した場合における経費は、甲が負担する



ものとする。 

（後送医療施設への搬送） 

第９条 乙は、甲が傷病者を後送医療施設へ搬送する場合は、必要な協力を行うものとする。 

（医療費） 

第１０条 救護所等における応急的な災害医療救護活動は、原則として無償で行うものとする。 

２ 後送医療施設における医療に係る医療費は、原則として傷病者の負担とする。 

（医事紛争発生の措置） 

第１１条 この協定に基づき医療班が実施した災害医療救護活動に関し、傷病者との間に医事

紛争が生じた場合、甲は、乙と緊密な連携のもとに速やかに原因等を調査し、適切な措置を

講じるものとする。 

２ 医療班が実施した災害医療救護活動に関して、傷病者と収容した後送医療施設との間に医

事紛争が生じた場合は、前項と同様に処理するものとする。 

（報償） 

第１２条 甲は、医療班員に対し、別に定めるところにより報償金を支給するものとする。 

（災害補償） 

第１３条 第３条の規定により、乙が派遣した医療班員が災害医療救護活動に従事したことに

より死亡し、負傷し、若しくは疾病にかかり、又は災害医療救護活動に従事したことによる

負傷若しくは疾病により死亡し、若しくは身体に障害がある状態となった場合の補償は、亀

岡市消防団員等公務災害補償条例（昭和４１年亀岡市条例第１７号）によるものとする。 

（訓練） 

第１４条 乙は、甲の要請を受けた場合は、甲が実施する訓練に参加するものとする。 

（細目） 

第１５条 この協定を実施するため、甲乙協議して実施細目を定めるものとする。 

（有効期間） 

第１６条 この協定の有効期間は、協定締結の日から平成２５年３月３１日までとする。ただ

し、この協定の有効期間満了の日の１月前までに、甲乙いずれからも何らの意思表示がない

ときは、期間満了に日の翌日から１年間この協定を更新するものとし、以後同様とする。 

（協議） 

第１７条 この協定に定めのない事項又はこの協定について疑義が生じた事項については、甲

乙協議して決定するものとする。 

（雑則） 

第１８条 この協定は、締結の日から施行する。なお、平成８年１２月５日に締結した「災害

医療救護活動に関する協定」については、廃止する。 

 

この協定の締結を証するため、協定書２通を作成し、甲乙双方記名押印の上、各自１通を保

有する。 

 

平成２４年４月１日 

 

甲  亀 岡 市 長  栗 山 正  

 

 

 

乙  亀岡市医師会長  飯 野   茂 



災害医療救護活動に関する協定実施細目 

 

亀岡市（以下「甲」という。）と亀岡市医師会（以下「乙」という。）とは、平成２４年 

４月１日に甲乙間で締結した「災害医療救護活動に関する協定」（以下「協定」という。） 

第１５条の規定に基づき、次のとおり実施細目を定める。 

 

（災害時医療救護計画） 

第１条 協定第２条第１項に規定する災害時医療救護計画には、次の各号に掲げる事項を定

めるものとする。 

⑴ 医療班の編成及び出動体制 

ア 班の医師、看護師その他職種別構成 

イ 班の地域別編成及び出動体制 

ウ 携行することができる医薬品及び衛生資器材等の内容及び数量 

⑵ 地区医師会その他関係機関との連絡体制 

⑶ 医薬品及び衛生資器材等の備蓄体制 

⑷ 訓練 

⑸ その他必要事項 

（派遣要請） 

第２条 協定第３条第１項前段に基づく派遣の要請は、次の各号に掲げる事項を明らかにし

た文書又は口頭により行うものとする。この場合において、口頭による要請を行ったとき

は，事後速やかに当該文書を送付するものとする。 

⑴ 災害発生の日時及び場所 

⑵ 災害の原因及び状況 

⑶ 派遣を要する救護所の場所 

⑷ 派遣を要する班数及び医薬品など 

⑸ 派遣の期間 

⑹ その他必要な事項 

（避難所） 

第３条 協定第４条第１項に規定する避難所は、広域避難場所、一時避難場所、避難収容施

設及び甲が被災者を収容し、保護することを目的に指定した場所とする。 

（救護所における協力） 

第４条 協定第４条第２項に規定する必要な協力とは、次の各号に掲げる事項をいうものと

する。 

⑴ 救護所を設置する医療施設に対する協力要請 

⑵ 医薬品及び衛生資器材等の調達に関する情報提供 

⑶ 救護所での実施する応急的な災害医療に関する情報提供 

⑷ その他必要事項 

（連絡調整者の指定） 

第５条 協定第７条に規定する指定する者は、甲においては亀岡市災害対策本部救助部に属

する職員、乙においては乙の事務局に属する職員からそれぞれ指名するものとする。 

 



（医薬品の携行） 

第６条 協定第８条第３項に規定する医療班が携行した医薬品及び衛生資器材等については、

医薬品等使用報告書（第１号様式）を添付して請求するものとする。 

（後送医療施設への搬送に伴う協力） 

第７条 協定第９条に規定する必要な協力とは、次の各号に掲げる事項をいうものとする。 

⑴ 傷病者の症状に適応した必要診療科目の指示 

⑵ 傷病者の症状に適応した後送医療施設の選定 

⑶ 傷病者の搬送に伴う医師の同乗 

⑷ その他必要事項 

（医事紛争発生時の措置） 

第８条 協定第１１条に規定する医事紛争が生じた場合、乙は、医事紛争報告書（第２号様 

式）により甲に報告するものとする。 

（報償金の額、請求） 

第９条 協定第１２条に規定する報償金の額については、別表に定めるものとする。 

２ 乙は、医療班員に支給される報償金の請求を、報償金請求書（第３号様式）に各医療班

ごとの医療班活動実績報告書（第４号様式）及び医療班診療記録書（第５号様式）を添付

して行う。 

（協議） 

第１０条 この細目に定めのない事項又はこの細目について疑義が生じた事項については、

甲乙協議して決定するものとする。 

 

この細目の締結を証するため、甲乙双方記名押印の上、各自１通を保有する。 

 

平成２４年４月１日 

 

 

 

甲  亀 岡 市 長  栗 山 正  

 

 

 

 

乙  亀岡市医師会長  飯 野   茂 

 

 



別表（第９条関係） 

 

報償金の額 

医療班員の区分 対象経費 報償金の額 

医師、薬剤師 

助産師、看護師 

等 

報 償 金 

京都府災害救助法施行細則（昭和３８年京

都府規則第２６号）第１１条に定める日当

の額 

 

 



第１号様式（第６条関係） 
 

医 薬 品 等 使 用 報 告 書 
 

地区医師会名           
 

班名  責任者名  

 

品 名 規 格 数 量 
薬価基準 

医療救護 
活動場所 

使用 
日時 

単 価 金 額 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       



第２号様式（第８条関係） 
 

医 事 紛 争 報 告 書 

当事者名  性別 男 女 年齢 歳 住所  

医療班名  職 種  

相手方氏名  住 所  

紛争の内容（日時、場所、経過等） 



第３号様式（第９条関係） 
 

報 償 金 請 求 書 
 

平成  年  月  日 
 
 

亀 岡 市 長 様 
 
 

亀岡市医師会 
会長            印 

 
 

請求金額          円 
 
ただし、災害時の医療救護活動に対する報償金として、上記のとおり請求します。 

 
 
付記事項： 

 



第４号様式（第９条関係） 
 

医療班活動実績報告書 
 

平成  年  月  日 
 

地区医師会名 医療救護活動場所 医療班員出動数 活動状況 

  医師    名 

看護要員  名 

その他(職種) 

      名 

      名 

合計    名 

月 日 時 

～ 月 日 時 

 

取扱件数  件 

搬  送  件 

死体処理  件 

  医師    名 

看護要員  名 

その他(職種) 

      名 

      名 

合計    名 

月 日 時 

～ 月 日 時 

 

取扱件数  件 

搬  送  件 

死体処理  件 

  医師    名 

看護要員  名 

その他(職種) 

      名 

      名 

合計    名 

月 日 時 

～ 月 日 時 

 

取扱件数  件 

搬  送  件 

死体処理  件 

 



第４号様式（２） （第９条関係） 
 

医療班活動実績報告書 
 

地区医師会名            

班 名 職 種 氏 名 所 属 住 所 

 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 


